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On this research, we work on the issue to revitalization of 
Nada-ku, Kobe through the communication design based 
on the social and sustainable mind.  We mainly work on 
the street and surrounding between Hyogo Prefectural 
Museum of Art and Kobe Oji Zoo, so called “Museum 
Road”.  The concrete actions we made are as followed. 
1. Design and Publishing the local free paper as the new 
style of the information transmission. 
2. Provide the design to the events sponsored by the local 
authorities and the public cultural facilities. 
3. Planning and conducting the local workshop for the 
children. 
4. Propose the design goods for the “Museum Road”. 
We aim to the revitalization as giving the image of the 
future city, through the cultural exchange with the local 
people that we meet during these activities as well as we 
expand the philanthropy and educational activity by the 















































図 1）O.Z	 cafe	 vol.1／2011 年春号：ミュージアムロードを巡る	 
（左） 
図 2）O.Z	 cafe	 vol.2／2011 年秋号：神戸、食のデザイン（右）	 


































	    	   
 
	 	 	  
図 3）六甲ファミリーまつり（左上）	 	 
図 4）区制 80 周年（デザインテーマ：灘の自然風土、王子スタ
ジアムのアメフト、灘西郷の日本酒）（右上）	 
図 5）O.Z	 cafe こどもワークショップ（中）	 
図 6）王子動物園ロゴマークとオフィシャルマガジン（表紙）（下）	 
 








































図 8）hug	 mail	 
ハグする動物たちをデザインしたカード。絵を描く、写真をはさ
む等、ユーザーのアイデアで楽しめる。左から『甘えん坊の子ゾ
ウとおかあさん』『いつも仲良しキリンの兄弟』『花咲く季節の
恋人パンダ』というコンセプトで制作。	 
 
6)	 まとめ 
	 地域活性化は地域住民が主体となり、住民・行政・NPO
やテーマのプロとの連携と協働の仕組みを作ることによ
って、一歩ずつ目指す方向に進んで行くことができる。本
研究の立ち位置としては、デザインやアートのプロとして
NPO の立場で地域に入り込んで実践活動を行うところに
ある。 
	 本研究の効果としては、住民が自ら暮らす街に誇りや愛
着を持つことができ、就業者や観光客は地域の魅力を感じ
ることが可能なコミュニケーション・デザインを提案し推
進することで、それらを通して来街者や利用者の増加や、
事業の活性化へとつなげられるだろう。 
	 また研究に参加する学生にとっては、自身の考えや表現
を社会に向けて試せる機会になり、デザインの動機と目的、
効果を試行錯誤する中で、将来進むべき方向を見いだすこ
とが可能になる。社会と接することで、リアルなコミュニ
ケーション能力も鍛えられる。 
	 この一年、研究の主旨を理解していただきながら少しず
つ地域との関係を築きつつ、改めて地域資源や人々の営み
に目を向け研究活動を行うことによって、さまざまな可能
性の糸口が見いだせた。今後は、それらを活用してさらに
研究を深めていきたい。 
